
の構造物を 種類にレイヤ分けした データであ

る「道路基盤地図情報」（図 ）が作成される。道

路基盤地図管理システムでは、電子納品保管・管理

システムから専用回線経由で データを取得し、自

動的に データが作成される仕様のため、途中に人

の手を介することなくデータが整備されるようにな

っている。

作成された道路基盤地図情報は、システム内にデ

ータベースとして蓄積され、国土交通省の職員等が

閲覧機能を用いてインターネット経由で確認できる

だけでなく、地図上の各地点をクリックすることで、

工事情報の確認や データ等のダウンロードも可

能である。

さらに、道路基盤地図を外部システム等に提供す

るための 連携機能も実装しており、現在は

（ ）による 形式の画像データの提

供が可能である（図 ）。 は地図画像をインター

ネット経由で提供する際の標準仕様で、当システム

では任意の２点の座標によって矩形範囲を指定する

と、範囲内の地図画像データが出力される仕組みに

なっている。

また、道路工事完成図や工事諸元情報等について

も、 データや 形式での出力等による 連携が

可能となるよう、システム改良の検討を行っている。

４．道路標識データベースと データ保管・管理・

処理システム

道路局主導のもと、社会資本情報基盤研究室では

データを活用して全国の国交省管理の道路標識

をデータベース化するための「道路標識データベー

ス」を構築したところである。今後は、全国道路施

設点検データベース（※）等と 連携するための

の仕様を検討する予定である（図 ）。

※道路施設に関する複数のデータベース群で構成された

データベース。クラウド上に構築されている。

また、道路局主導で全国の直轄国道において に

よる３次元点群データと画像データの取得を進めて

おり、それらデータは当研究室で開発した「 デー

タ保管・管理・処理システム」に保管されている（図

）。 データ自体はファイルサイズが大きくネッ

トワーク経由でのデータ伝送が困難なため、データ

を軽量化し 連携でデータ配信する検討を行って

いる。

５．おわりに

当研究室においても、各種データの高度利用を目

指して 連携によるシステムの改良等を進めてい

る。維持管理分野等における業務効率化や新技術活

用を推進するため、上記取組を通して に取り組

んで行きたいと考えている。

☞詳細情報はこちら

一財 日本みち研究所 全国道路施設点検 とは

図 道路基盤地図情報の画像イメージ

（背景は地理院地図）

図 によるデータ連携イメージ
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新型コロナウイルスの感染防止対策を踏

まえた公園等の感染防止対策及び利活用
研究期間：令和３年度～令和４年度

社会資本マネジメント研究センター 緑化生態研究室

山岸 裕 松本 浩

（キーワード） 新型コロナ感染症、都市公園、アンケート調査、感染防止対策、利活用

１．はじめに

新型コロナウイルス感染症（ ）が収束し

ない中、公園をはじめとする公共空間においては、

その感染防止対策やニュー・ノーマルに対応した利

活用が必要となっている。

国土交通省が令和２年８月７日に発表した「ニュ

ー・ノーマルに対応した公園の活用」では、感染症

対策による活動制限・運動不足の長期化によるコロ

ナ禍の健康二次被害も考慮しつつ、公園利用の基本

的なポイントを整理している。また、具体的な利用

については各地の状況に応じて判断し、各公園の管

理者からの注意事項等の確認も必要とされており、

今後の知見の集積及び感染状況等によって、逐次見

直しを行う可能性も指摘している。

国土技術政策総合研究所においては、こうした中

で、長期的な観点での感染防止対策の記録を行うと

ともに、今後の効果的な事業の推進に貢献すること

を目的に、都市公園を対象に、感染防止対策を踏ま

えた計画・設計・管理運営及びニュー・ノーマルに

対応した利活用等のポイントや留意点を整理した公

園管理者向けの技術資料をとりまとめることとして

いる。

以下に、令和３年度から４年度にかけて実施した

本研究の内容について紹介する。

２．都市公園における対応に関するアンケート調査

令和４年１月～２月に感染拡大状況（緊急事態宣

言時・まん延防止等重点措置適用時、解除時等）に

応じた対応の実態等を把握することを目的に、地方

公共団体（ 都道府県・ 政令指定都市・ 中核市）

公園担当部局に対して 回答票を用いたアンケ

ート調査を行い、 ％（ 自治体）の回収率が得ら

れた。なお、アンケート調査票の作成にあたっては、

時系列的な変化を調査するため、表 のとおり調査

対象期間を設定した。

以下に、抜粋して調査結果を示す。なお、①、②

の設問では、各自治体が管理する全ての公園のうち

一つ以上の公園で措置が行われた場合は実施とし

た。

①感染症防止に係る措置の実施状況（期間毎）

閉鎖・部分閉鎖とも期間Ａ～期間Ｃに移行するに

つれて実施割合が低くなっているが、これは、期間

Ｂで感染症発生後約１年が経過し、利用制限して開

園、期間Ｃでは、注意喚起のみの方向へ移行したと

推測される。注意喚起が、期間ＡからＢで増加し、

ＢとＣの期間で横ばいになっているのは、注意喚起

の内容がほぼ定着したためと推測される。（表 ）

②感染症防止に係る措置の実施状況（公園種別毎）

閉鎖を行った公園は、入口ゲートの閉鎖等により

閉園が可能と考えられる有料公園が と最も多く、

次に、都市基幹公園・大規模公園 の順であった。

部分閉鎖では、都市基幹公園・大規模公園が

と最も多かった。（表 ）

写真

写真ﾃﾞｰﾀ

の貼り付

けは不要

写真

写真ﾃﾞｰﾀ

の貼り付

けは不要

室長主任研究官

表 アンケート調査対象期間

公園担当部局に対してExcel回答表を用いたアンケ

時系列的な変化を調査するため、表-1のとおり調査
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３．都市公園における感染防止対策及び今後の都市

公園の利活用

令和３年度に行った前述のアンケート調査結果な

どからコロナ禍における都市公園における感染防止

対策や今後の都市公園の利活用についての具体的な

事例を抽出し、ヒアリング調査を行った。以下にそ

れらの調査結果から抜粋して事例を紹介する。

①都市公園における感染防止対策の具体例

都市公園における特徴的なイベントである花見へ

の対応については、多くの人が集まり、飲食や宴会

を伴うことが多いため、当初から感染防止対策が行

われていた。写真 に東京都上野恩賜公園の事例を

示す。令和２年から４年の桜の開花期には宴会規制

のための植込地の封鎖を行っている。さらに、令和

２年の開花期は桜通りの閉鎖が行われ、令和３年の

開花期は解除されたが、桜通りの一方通行が実施さ

れ、この措置は令和４年の開花期も実施された。

②今後の都市公園の利活用についての具体例

都市公園における今後のニュー・ノーマルに対応

した利活用では、リモートワークの場としての公園

の利用、３密回避・公園利用者の利便性向上のため

のキャッシュレス化の導入（写真 ）、オンライン

を用いたイベント・プログラム及び公園情報の発信、

デイキャンプ等芝生広場の利活用、駐車場等を利用

したドライブインシアター等のパブリックビューイ

ベント、屋内プログラム等の屋外実施、屋外での飲

食提供の追加拡大（キッチンカー、テイクアウト等）

などがみられた。

写真 入園料のｷｬｼｭﾚｽ化 国営昭和記念公園

４．おわりに

本研究の成果により、都市公園における感染防止

対策を踏まえた計画・設計・管理運営及び今後の利

活用等のポイントや留意点を整理した公園管理者向

けの技術資料をとりまとめる予定である。

☞詳細情報はこちら

国総研資料

表 感染症防止に係る措置の実施状況（期間毎及び公園種別毎（全期間）：複数回答可）

令和 ～ 年 宴会規制のため植込地封鎖 令和 年 桜通り閉鎖 令和 ～ 年 桜通りの一方通行

写真 花見における感染防止対策の推移（写真提供：東京都）
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